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ひと』（新潮社、昭和 30・ 10）、『杏つ子』（新潮社、昭和 32・ 10）の評判を受けて文壇
的復活を果たしたとされている室生犀星 の文学営為に着目し、「蝶紋白」（「文芸」昭和
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生犀星学会第 134 回定例研究会（平成 27・3・28、於タワーホール船堀）にて行った。歩行者の幻想と都市に潜む
生活者・落伍者、また若い女性へ隔たりを感じつつ投げかける視線というモチーフは晩年の作品群と通底しており、
ポーズとしての<老い>について検討していく上で重要な機会であった。 
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